
宮城県仙台第三高等学校 

 Vol. ９ 

 １１月下旬，今年度の修学旅行が２年生を対象に実施されました。普通科は東京方面で２泊３日の研修を行うプログラムで,

従来から行っていた東京大学見学や東大生を囲んでの大学体感プログラム，外務省職員の講話，ＯＢ・ＯＧ講話などに加え，

クラスの枠を超えた各研究グループが独自に大学や企業を訪問したり，最終日にはクラス別研修も取り入れ,盛りだくさんの内

容でした。理数科は，２年次「課題研究Ⅰ」の目標の１つに「研究成果の英語での発表」があることから行き先を台湾としての２

年目を迎え，姉妹校である台湾師範大学附属高級中学において英語での合同発表と交流を行いました。これは，第２期ＳＳＨ

の取組の１つにもなっています。また，台湾師範大学の研究室訪問や故宮博物院の見学なども行いました。 

 どちらも短い期間ではありましたが，各々にとって知見を広げ，多くのことを吸収する充実した研修となったことでしょう。これ

を契機に，一段と視野を広げ，世界へ羽ばたいていってほしいものです。三高生の未来に大いに期待しています。 

    令和２年１月１日発行  

広がれ私たちの未来！ 充実の修学旅行！ 
理数科：１１月２７日（水）～１１月３０日（土）  台湾方面 

普通科：１１月２７日（水）～１１月２９日（金）  東京方面 

仙台三高だより 

仙台市宮城野区鶴ヶ谷1-19（問い合わせ先 総務部） 

    電話  022(251)1246 ／ Fax 022(251)1247 

   mail: sensan@od.myswan.ed.jp 

○２年２組 遠山 圭介さん（将監中出身） 

 「海外に修学旅行に行ける！」これは私が理数科を選択し

た大きな理由の一つでした。自分にとっては初の海外でした

ので，１年次よりこの旅行を心待ちにしていました。台北では

見る物全てが新鮮で，未知の世界でした。中でも九份の景

色はとても幻想的でした。また，長い間取り組んできた研究

の英語発表を行いました。至らぬ点もありましたが，相手が

理解してくれた反応を得た時は非常に嬉しかったです。私に

新たな世界を見せてくれた旅行となりました。  

○２年４組 猪内 優花子さん（南光台中出身） 

東京への修学旅行へ出発するまでは，様々な苦労がありました。例えば大学

や企業訪問に際し，そのアポ取りが大変でした。電話では緊張して上手く話せ

なかったり，失礼が無かったか，果たして歓迎されるだろうか，など心配事が尽

きず，出発当日の朝は足取りが重かったです。ところが行ってみると，大学の

先生は脂質や受容体とアミノ酸の関係について等１時間を超える程熱く語って

くださり，本当に収穫の大きいものでしたし，企業訪問も店員の方々に丁寧に

ご説明をいただきました。クラス研修では豊洲市場を訪れ，美味しい定食を食

べました。仲間とホテルで過ごした事は一番楽しい思い出です。  

○２年６組 浅井 智博さん（五城中出身） 

一番印象深かったのは「大学体感プログラム」です。普段なら絶対

に聞く機会のない東大生の方の貴重なお話を通し，皆の勉強に

対するモチベーションも上がったのではないかと思います。さて，

この修学旅行を区切りに受験生０学期が始まった訳ですが，ここ

からは心機一転してひたすら勉強に励む日々が続きます。途中で

心が折れてしまわないようクラスの仲間と切磋琢磨しながら無事受

験期を乗り越えられたら良いな，と思います。 



     １月の予定 
  

 ６日（月）センターリハーサル（３年・～７日） 

 ８日（火）全校集会・第３回校内模試（１・２年） 

 ９日（水）第３回校内模試（２年） 

１８日（土）大学入試センター試験（～１９日） 

１９日（日）２年共通テスト模試（希望者） 

２４日（金）２年進研記述模試 

２５日（土）１・２年進研記述模試 

３０日（木）ＳＳ講演会 
 

輝かしい栄光の記録！ 

☆自然科学部 
  日本学生科学賞宮城県予選   

    最優秀賞 自然科学部化学班 

  みやぎのこども未来博  

    口頭発表部門 教育長賞 自然科学部化学班 

    ポスター発表部門 生徒投票賞 課題研究数学班 

 

☆ＳＳＨ課題研究 
  サイエンスキャスル2019東北大会 

    リパネス賞 課題研究ヤスデ班 

 

☆演劇部 
  宮城県高等学校演劇コンクール  

  中央大会 

  優秀賞・東北放送賞・舞台美術賞  

  東北地区高等学校演劇発表会     

                 優良賞 

                        演劇東北大会にて        
★放送部は，2/1〜2/2に郡山市（福  

 島）で行われる東北大会の出場権を  

 得ることができました。番組部門では   

 2年ぶり，アナウンス部門では実に12 

 年ぶりの東北大会出場です。大会 

 当日まで，できる限りの準備をして 

 頑張ってきます。                 
                          放送部県新人大会にて   

 １２月１８日，「ＳＳＨ中間報告会・授業づくりプロジェクト

フォーラム」が開催され，ＳＳＨ事業及び本校独自の「授業

づくり」の取組や成果の発表に，県内外から１００名を超える

方々が来校されました。開会行事では本校の授業づくりの

取組が紹介され，その後の研究授業では１・２年生の授業

が全て公開されました。また，早稲田大学本庄高等学院の

細喜朗先生と福井県立藤島高等学校の山内義幸先生をお

招きし，本校理数科生徒に，それぞれアクティブラーニング

型授業とＰＢＬ（課題解決）型授業を実践していただきまし

た。この企画は多くの参加者の関心を集めましたが，研究

授業を受講した生徒たちが真剣にかつ楽しく取り組んでい

たことが印象に残りました。さらに午後には，桐蔭学園の溝

上慎一理事長から，「アクティブラーニング・探究的な学習

の発展」の演題でご講演いた

だいたり，研究協議でも各校

の取組や課題が話し合われ

たりと，参加者それぞれが授

業力向上と向き合う，大変貴

重な一日となりました。 

文科省の特別授業 
１２月４日（水） 

薬物乱用防止講演会 
１２月６日（金） 

 １２月６日，仙台市薬剤師会会長の北村哲治氏をお招き

して，１年生を対象に薬物に関

する講義を行っていただきまし

た。危険ドラッグのみならず，一

般の薬の服用法やタバコ・アル

コールの有害性など話題は多

岐に及び，正しい知識を身につ

ける有意義な時間となりました。 

 １２月４日３校時に，２年３組

で「地図帳でグローバルな視

点を手に入れよう」という表題

で特別授業が行われました。

講師は文部科学省主任教科

書調査官（地理・地図担当）

の髙橋洋子先生です。 

 地理の授業で普段見ている

地図帳の中にも，違った視点で見ると思いがけなく気付くこ

とができるということを知った１時間だったと思います。 

ＳＳＨ中間報告会 

授業づくりプロジェクトフォーラム 
１２月１８日（水） 

ＳＳＨポスターセッション 

細喜朗先生のＰＢＬ型授業 

溝上慎一先生の講演 

本校教員による公開授業 

研究協議の様子 


